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島
民
と
ウ
イ
ス
キ
ー
。

Masataka
Taketsuru

ジ
ャ
パニ
ー
ズ・
ウ
イ
ス
キ
ー
偉
人
伝

 

竹
鶴
政
孝

│
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
の
秘
密
を
持
ち
帰
っ
た
、

国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
産
み
の
親
。

た
け
つ
る・ま
さ
た
か（
1
8
9
4
〜
1
9
7
9
）

広
島
の
造
り
酒
屋
に
生
ま
れ
る
も
、大
阪
の
洋
酒
づ
く
り
メ
ー
カ
ー・摂
津
酒
造
に
入
社
。

サ
ン
ト
リ
ー
の
前
身・寿
屋
で
山
崎
蒸
溜
所
新
設
に
携
わ
り
、

寿
屋
を
退
社
し
た
後
は
、念
願
の
北
海
道・余
市
に
て
昭
和
９
年（
1
9
3
4
）に
起
業
す
る
。

　

時
は
、
大
正
３
年
（
1
9
1
4
）
に
勃
発

し
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
軍
需
景
気
の
最
中
。

造
り
酒
屋
の
息
子
で
あ
る
竹
鶴
政
孝
は
、
欧

風
化
を
目
指
す
日
本
に
必
要
な
の
は
、
ウ
イ

ス
キ
ー
や
ワ
イ
ン
と
い
っ
た
洋
酒
づ
く
り
の

技
術
だ
と
考
え
て
い
た
。

　

明
治
の
文
明
開
化
と
共
に
洋
酒
は
輸
入
さ

れ
て
き
た
が
、
本
場
の
渋
み
や
苦
み
を
日
本

人
は
受
け
付
け
ず
、
安
価
な
ア
ル
コ
ー
ル
に

香
料
や
甘
味
料
を
調
合
し
た
「
混
成
ウ
イ
ス

キ
ー
」
や
「
混
成
ワ
イ
ン
」
が
売
上
を
伸
ば

し
て
い
た
。
こ
の
頃
の
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー

と
い
え
ば
、
こ
の
イ
ミ
テ
ー
シ
ョ
ン
・
ウ
イ

ス
キ
ー
を
指
す
。
こ
う
し
た
混
成
洋
酒
の
需

要
は
高
ま
り
、
酒
造
会
社
が
全
国
に
乱
立
。

竹
鶴
は
そ
の
中
で
、
大
阪
に
お
け
る
洋
酒
づ

く
り
の
雄
、
摂
津
酒
造
（
現
在
の
住
吉
区
）

の
門
を
叩
い
た
。

　

新
人
に
も
関
わ
ら
ず
、
竹
鶴
は
技
術
の
探

究
に
余
念
が
な
い
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
と
熱
意
が

買
わ
れ
、
す
ぐ
に
工
場
主
任
に
な
っ
た
。
混

成
ウ
イ
ス
キ
ー
の
未
来
を
案
じ
た
摂
津
酒
造

の
社
長
が
、
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
を
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
学
ん
で
く
る
よ
う
命
じ
た

の
も
、
竹
鶴
の
性
格
を
評
価
し
て
の
こ
と
だ

ろ
う
。と
い
う
の
も
、明
治
35
年（
1
9
0
2
）

に
締
結
さ
れ
た
日
英
同
盟
以
降
、
本
場
の
ス

コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
は
ど
っ
と
輸
入
量
が
増

え
て
い
た
。
日
本
人
が
本
物
の
味
に
気
づ
け

ば
、
格
段
に
質
の
劣
る
混
成
ウ
イ
ス
キ
ー
は

日
本
が
知
る
ウ
イ
ス
キ
ー
は
、

「
本
物
」の
味
か
?

取
材・文
／
江
口
由
夏　

大
迫 

力（
本
誌
）

1

資料提供／アサヒビール

留学中の竹鶴と現地の技
術者たち（左）。当初、外国
人である竹鶴が肝心の醸
造機に触れることは不可能
だったが、彼の勤勉さに打
たれた職工が手ほどきをして
くれ、竹鶴ノートに繋がった。

朝
の
連
ド
ラ
で
注
目
さ
れ
る
竹
鶴
政
孝
は
、大
阪
の
酒
造
会
社
か
ら
ス
コッ
ト
ラ
ン
ド
留
学
し
、

日
本
に
ウ
イ
ス
キ
ー
醸
造
技
術
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
ら
、国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
誕
生
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
人
物
だ
。

彼
が
北
海
道
の
余
市
で
ニッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
を
創
業
す
る
ま
で
、実
は
中
之
島
界
隈
で
は
男
た
ち
の
ド
ラ
マ
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。

2
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Masataka
Taketsuru

用
無
し
に
な
る
と
睨
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
竹
鶴

の
働
き
が
社
運
を
握
っ
て
い
た
。

　

大
正
７
年
（
1
9
1
8
）、
単
身
渡
英
し

た
竹
鶴
は
、
２
年
か
け
て
蒸
溜
所
を
訪
ね
歩

き
、
醸
造
機
の
扱
い
や
ブ
レ
ン
ド
技
術
を
身

に
付
け
た
。
竹
鶴
は
ポ
ケ
ッ
ト
に
忍
ば
せ
た

ノ
ー
ト
に
こ
っ
そ
り
書
き
込
ん
だ
り
、
宿
に

戻
っ
て
記
憶
を
頼
り
に
書
き
留
め
て
い
っ
た

と
い
う
。
後
年
、
来
日
し
た
ヒ
ュ
ー
ム
英
国

元
首
相
は
、
こ
の
こ
と
を
「
日
本
か
ら
来
た

ひ
と
り
の
若
者
が
、
1
本
の
万
年
筆
と
ノ
ー

ト
で
、
わ
が
国
門
外
不
出
の
ウ
イ
ス
キ
ー
づ

く
り
の
秘
密
を
盗
ん
で
い
っ
た
」
と
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
て
話
し
た
。

　

だ
が
、
大
正
９
年
（
1
9
2
0
）
に
帰
国

し
た
も
の
の
、
戦
後
恐
慌
の

影
響
で
、
摂
津
酒
造
で
の
本

格
ウ
イ
ス
キ
ー
事
業
は
頓
挫
。

経
営
難
に
陥
っ
た
摂
津
酒
造

で
、
竹
鶴
は
無
力
感
を
抱
い

て
い
た
。
せ
っ
か
く
持
ち
帰
っ
た
技
術
で
会

社
に
貢
献
で
き
る
場
は
、
も
は
や
な
い
。
竹

鶴
は
意
を
決
し
て
、
摂
津
酒
造
を
退
職
し
た
。

　

そ
ん
な
浪
人
状
態
の
竹
鶴
を
ス
カ
ウ
ト
し

た
の
が
、
密
か
に
彼
の
腕
を
見
込
ん
で
い
た

寿
屋
（
現
在
の
サ
ン
ト
リ
ー
）
の
鳥
井
信
治

郎
。
寿
屋
の
看
板
商
品
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ

ン
」
の
製
造
を
摂
津
酒
造
に
依
頼
し
た
の
を

き
っ
か
け
に
、
担
当
だ
っ
た
竹
鶴
の
仕
事
ぶ

り
を
信
頼
し
て
い
た
の
だ
。
鳥
井
は
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
の
技
師
を
雇
え
る
だ
け
の
破
格
の

年
俸
で
、
竹
鶴
を
迎
え
る
。
そ
れ
だ
け
鳥
井

も
、
新
境
地
で
あ
る
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く

り
に
真
剣
だ
っ
た
。
鳥
井
が
新
設
し
た
山
崎

蒸
溜
所
と
い
う
拠
点
を
得
て
、
初
代
工
場
長

を
任
さ
れ
た
竹
鶴
は
念
願
の
ウ
イ
ス
キ
ー
づ

く
り
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
昭
和
４
年
（
1
9
2
9
）
に
販

売
し
た
国
産
第
一
号
ウ
イ
ス
キ
ー
「
サ
ン
ト

リ
ー
ウ
イ
ス
キ
ー
白
札
」
は
、「
焦
げ
臭
い
」

と
思
い
が
け
ず
販
売
不
調
に
終
わ
る
。
た
だ

で
さ
え
竹
鶴
こ
だ
わ
り
の
製
法
で
は
醸
造
に

時
間
と
コ
ス
ト
が
か
か
る
と
い
う
の
に
、
こ

れ
で
は
採
算
が
取
れ
な
い
。
ま
た
、
本
場
の

ス
コ
ッ
チ
の
味
わ
い
に
こ
だ
わ
る
竹
鶴
と
、

日
本
人
の
味
覚
に
合
う
本
格
ウ
イ
ス
キ
ー
を

目
指
す
鳥
井
の
方
向
性
の
違
い
も
出
て
き
た
。

そ
こ
で
当
初
約
束
さ
れ
て
い
た
10
年
契
約
の

更
新
の
節
目
に
、
竹
鶴
は
鳥
井
の
元
を
去
る

こ
と
に
し
た
。
だ
が
、
現
在
も
サ
ン
ト
リ
ー

ウ
イ
ス
キ
ー
の
要
で
あ
る
山
崎
蒸
溜
所
の
竣

工
に
従
事
し
、
本
場
の
ウ
イ
ス
キ
ー
醸
造
技

術
を
伝
授
し
終
え
た
竹
鶴
は
、
立
派
に
そ
の

役
目
を
果
た
し
た
と
言
え
る
。

門
外
不
出
の
技
を
求
め
、

ツ
テ
の
な
い
英
国
へ
。

Whisky × Osaka 2014

竹鶴の置き土産を味わいに、
アサヒグループの発信基地へ。
　現在はアサヒグループの一員となったニッカウヰスキー。梅
田にある富国生命ビル４階の［アサヒ ラボ・ガーデン］では、
ニッカ80周年記念パネル展が2015年３月31日（火）まで開
催中だ。竹鶴が留学中に知り合って結婚したリタ夫人との微
笑ましいシーンなど、今回初出の貴重な写真も並ぶ。また月に
一度、竹鶴夫妻の歩みを紹介する講座も実施。講師のウイス
キーアンバサダー・簑輪陽一郎さんのガイドのもと、試飲も楽
しめる人気のイベントだ。
☎06-6926-4070 11:00AM〜8:00PM 日曜休 
http://www.asahigroup-holdings.com/research/labgarden/

左／竹鶴が設備全面を監修した山崎蒸溜
所は、上質な湧き水と高い湿度がウイスキー
醸造に適していた。右／「白札」のボトル。

夫・政孝の夢を、慣れない土地で支え続けた竹鶴リ
タ。朝ドラは、夫婦の絆を中心に展開される。

ニッカの目印といえば
「ヒゲのおじさん」。「ブレ
ンドの王様」と呼ばれた
英国人のW・P・ローリー
がモデルと言われている。

　スコットランドでの生活やリタ夫人と
の出会い、余市での試行錯誤をめぐる
竹鶴政孝物語。創業80周年を記念し、
この夏に新装販売された。

研
究
熱
心
な
職
人
肌
、

竹
鶴
政
孝
を
知
る
一冊
。

 『
ヒ
ゲ
の
ウ
ヰ
ス
キ
ー
誕
生
す
』

川
又
一
英（
新
潮
文
庫
・
7
2
4
円
）

英
国
留
学
の
収
穫
が
、

日
の
目
を
見
る
が
…
。
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Shinjiro
Torii

　

現
在
は
堂
島
浜
に
本
社
が
あ
り
、
島
民
企

業
と
し
て
知
ら
れ
る
サ
ン
ト
リ
ー
。
そ
の
ル

ー
ツ
も
、
中
之
島
か
ら
ほ
ど
近
い
薬
の
町
・

道
修
町
に
あ
っ
た
。
信
治
郎
少
年
が
奉
公
に

出
た
薬
種
問
屋
の
小
西
儀
助
商
店
（
現
在
の

コ
ニ
シ
）
で
は
、
薬
の
ほ
か
に
ワ
イ
ン
や
ウ

イ
ス
キ
ー
と
い
っ
た
洋
酒
も
扱
っ
て
い
た
。

　

当
時
の
洋
酒
は
医
者
の
処
方
に
従
い
、
滋

養
強
壮
の
た
め
に
少
量
飲
む
と
い
う
薬
に
似

た
使
い
方
を
さ
れ
て
い
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
に

甘
味
料
や
香
料
を
混
ぜ
る
「
調
合
」
が
必
要

だ
っ
た
か
ら
だ
。
信
治
郎
少
年
は
こ
こ
で
混

成
ワ
イ
ン
の
調
合
を
学
び
、
後
の
商
売
道
具

と
な
る
ブ
レ
ン
ダ
ー
の
「
鼻
」
を
育
て
る
こ

と
と
な
る
。

　

明
治
32
年
（
1
8
9
9
）、
20
歳
で
独
立

し
た
鳥
井
は
、
西
区
の
靱
中
通
に
「
鳥
井
商

店
」
を
起
こ
す
。
主
力
商
品
は
も
ち
ろ
ん
混

成
ワ
イ
ン
。
鳥
井
自
身
は
本
物
の
ス
ペ
イ
ン

産
ワ
イ
ン
を
販
売
し
た
か
っ
た
の
だ
が
、
や

は
り
日
本
人
の
舌
に
は
ま
だ
早
か
っ
た
。
本

物
の
味
と
、
日
本
人
の
味
覚
に
合
う
妥
協
点

を
見
つ
け
る
た
め
、
鳥
井
は
あ
ら
ゆ
る
甘
味

料
と
香
料
を
費
や
し
て
朝
か
ら
晩
ま
で
調
合

に
没
頭
し
た
と
い
う
。
生
ま
れ
た
の
は
、
か

の
有
名
な
「
赤
玉
ポ
ー
ト
ワ
イ
ン
」。
こ
の

大
ヒ
ッ
ト
商
品
が
築
い
た
土
台
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
、
鳥
井
は
そ
の
先
に
進
む
こ
と
が
で

き
た
。

　

寿
屋
を
創
立
し
た
鳥
井
の
次
の
夢
は
、
本

格
ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
だ
っ
た
。
あ
る
時
、

鳥
井
が
出
来
の
悪
い
ア
ル
コ
ー
ル
を
樽
に
放

置
し
て
い
た
と
こ
ろ
熟
成
が
進
み
、
ウ
イ
ス

キ
ー
に
似
た
色
の
酒
が
出
来
て
い
る
こ
と
に

気
づ
く
。「
ト
リ
ス
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
名
づ

け
て
表
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
瞬
く
間
に
売
れ

「
鼻
」を
育
て
た

道
修
町
奉
公
。

ウ
イ
ス
キ
ー
づ
く
り
に
、

執
念
を
燃
や
す
。

│
日
本
人
の
た
め
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
追
究
。

竹
鶴
の
良
き
師
、良
き
ラ
イ
バ
ル
。

西区で創業した信治郎青
年は、川口居留地の外国
人を商売相手に店を繁盛さ
せた。手狭になるたび市内
で移転し、名前も「寿屋洋
酒店」と改めた。

現在は「赤玉スイートワイン」として販売
されている赤玉ポートワイン。染料店で
も奉公した鳥井は、ポスターデザインな
どの宣伝要素にもこだわった。

ジ
ャ
パニ
ー
ズ・
ウ
イ
ス
キ
ー
偉
人
伝

 

鳥
井
信
治
郎

と
り
い・し
ん
じ
ろ
う（
1
8
7
9
〜
1
9
6
2
）

明
治
25
年（
1
8
9
2
）、両
替
商
と
米
屋
を
営
む
実
家
か
ら
、薬
種
問
屋
の
丁
稚
奉
公
に
出
る
。

そ
の
経
験
が
サ
ン
ト
リ
ー
の
ウ
イ
ス
キ
ー
の
質
、

宣
伝
力
の
高
さ
を
養
っ
た
と
言
わ
れ
る
船
場
商
人
の
気
質
を
持
つ
。

2
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Shinjiro
Torii

た
。
こ
の
時
、
熟
成

の
摩
訶
不
思
議
さ
に

魅
せ
ら
れ
た
鳥
井
は
、

自
分
の
手
で
本
格
ウ

イ
ス
キ
ー
を
つ
く
り

た
い
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
る
。

　

だ
が
鳥
井
の
提
案

に
、
寿
屋
の
人
間
は

そ
ろ
っ
て
大
反
対
。

本
場
の
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
以
外
の
土
地
で

造
る
と
い
う
の
は
あ
り
得
な
い
計
画
で
あ
り
、

最
低
３
年
貯
蔵
し
て
も
失
敗
作
が
で
き
れ
ば

大
損
害
で
あ
る
。
夢
の
実
現
に
は
、
本
場
の

醸
造
技
術
を
知
る
人
間
が
必
要
だ
っ
た
。

　

さ
っ
そ
く
英
国
の
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー

の
権
威
に
協
力
を
仰
い
だ
鳥
井
だ
っ
た
が
、

イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
返
信
に
は
思
い
が
け
な
い

名
前
が
あ
っ
た
。「
竹
鶴
政
孝
と
い
う
青
年

が
適
任
で
あ
る
」。
鳥
井
は
竹
鶴
の
人
と
な

り
や
腕
を
知
っ
て
い
て
、
彼
が
渡
英
す
る
際

に
は
神
戸
港
ま
で
見
送
り
に
も
行
っ
た
仲
だ
。

善
は
急
げ
と
、
鳥
井
は
竹
鶴
の
自
宅
が
あ
る

帝
塚
山
に
向
か
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
竹
鶴
は

摂
津
酒
造
を
退
職
し
、
職
人
と
し
て
は
浪
人

生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

竹
鶴
を
迎
え
た
鳥
井
は
、
さ
っ
そ
く
工
場

新
設
に
着
手
。
設
備
全
面
は
竹
鶴
に
任
せ
つ

つ
、
建
設
地
は
鳥
井
自
ら
こ
だ
わ
っ
た
。
竹

鶴
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
気
候
が
似
た
北
海

道
を
候
補
地
に
挙
げ
た
が
、
鳥
井
は
上
質
な

湧
き
水
が
あ
り
交
通
の
便
も
良
い
、
京
都
盆

地
と
大
阪
平
野
の
分
岐
点
・
山
崎
を
選
ん
だ
。

　

そ
の
後
、竹
鶴
政
孝
と
鳥
井
信
治
郎
は「
白

札
」
を
つ
く
り
上
げ
、
前
述
の
と
お
り
袂
を

分
か
つ
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、「
ま
が
い
も

の
で
は
な
い
本
物
の
ウ
イ
ス
キ
ー
を
日
本
で

広
め
た
い
」
と
い
う
思
い
が
合
致
し
、
手
を

組
ん
だ
時
代
も
あ
っ
た
の
だ
。

終
着
点
は
違
え
ど
、

同
じ
意
志
の
も
と
。

Whisky × Osaka 2014

国産ウイスキーの過去と未来を
教えてくれるアンテナショップ。　

　昨年、イギリスの世
界的な酒類コンペテ
ィション「ISC」で、ウ
イスキー部門の最高
賞が「響21年」に贈
られた。審査員から
は、ジャパニーズウイ
スキーを世界レベル
へ押し上げた功績へ
の称賛が。近年の海
外での評価を受け、サ
ントリー大阪本社ビ
ルの［ウイスキーショ
ップW.］には、外国
人観光客の来店が増
えたそう。また、阿部
浩二店長は「旅先の

ロンドンでも人気があって、日本だけでなく海外での認知度
も高いことを実感しました」とも話す。
　一方、2013年にオープンしたグランフロント大阪内の
［SUNTORY WHISKY HOUSE］は、一歩進んだウイスキ
ーライフを重視した複合施設だ。国産ウイスキー誕生の歴史
をたどる展示に併設し、樽材を使用した家具の販売も行う。
奥のダイニングスペースでは、サントリー自らが推奨する料理
と共に、世界が認めたウイスキーが味わえる。

ウイスキーショップW.
女性があこがれる男性の部屋をイメ
ージした店内には、ギフトにぴったり
なボトルがずらり。カウンターで試飲
もできる。店内や本社ビル内でウイ
スキーセミナーも実施。☎06-6341-
3123 11:00AM〜7:00PM 土・
日・祝・休

SUNTORY WHISKY HOUSE
フロア奥に広がるショップは「隠れ
家」のような雰囲気が好評で、男女
問わずお一人様や周辺の働き人が
通う。http://www.suntory.co.jp/
whisky/whiskyhouse/　※店内
スペースによって、問い合わせ先や
定休日、営業時間が異なる。

良い品は舶来品だけではない、という鳥井の気概が詰まった
「サントリーウイスキー白札」の広告。昭和7年のもの。

［W.］のカウンターでは気軽に試飲ができる。

ダイニングに続く通路には、歴代のボトルや広告など貴重な資料がずらり。

　ワイン編、ウイスキー編、そして現代
へ。アイデアあふれる、「やってみはな
れ」精神に満ちた一冊。新装版文庫が
この夏登場したばかり。

大
阪
が
誇
る
仕
事
人
、

鳥
井
信
治
郎
の
伝
記
。

 『
美
酒
一
代
』杉
森
久
英 

（
新
潮
文
庫
・
5
2
9
円
）
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Matashiro
Shibakawa郎

の
娘
３
人
の
英
語
教
師
も
務
め
て
い
た
。

浪
人
状
態
だ
っ
た
竹
鶴
の
懐
と
、
日
本
で
の

リ
タ
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
又
四
郎
は
ず
い
ぶ
ん

気
に
し
て
い
た
よ
う
だ
。

　

寿
屋
が
新
設
し
た
山
崎
蒸
溜
所
の
初
代
工

場
長
に
竹
鶴
が
就
任
し
、
彼
の
自
宅
が
山
崎

に
移
っ
た
後
も
、
竹
鶴
夫
妻
と
芝
川
家
の
交

流
は
続
い
て
い
た
。
又
四
郎
が
山
崎
に
居
を

構
え
る
友
人
の
加
賀
正
太
郎
を
紹
介
し
、
竹

鶴
は
新
天
地
で
友
人
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

寿
屋
を
退
社
し
た
竹
鶴
が
、
又
四
郎
と
加
賀

を
相
手
に
北
海
道
で
の
会
社
設
立
の
支
援
を

頼
み
、
二
人
が
受
け
入
れ
た
の
は
、
竹
鶴
夫

妻
と
芝
川
家
と
の
友
情
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
。
見
通
し
が
難
し
い
竹
鶴
の
起
業
計
画

に
首
を
ひ
ね
る
加
賀
を
、
又
四
郎
が
説
得
し

て
出
資
に
結
び
つ
け
た
と
い
う
。
代
々
の
財

を
守
る
家
柄
の
又
四
郎
が
投
資
し
た
決
意
は
、

大
き
な
も
の
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

寿
屋
を
退
社
し
、
北
海
道
・
余
市
町
に
会

社
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
竹
鶴
の
背
中
を
押

し
た
友
人
の
一
人
に
芝
川
又
四
郎
が
い
る
。

芝
川
家
は
土
地
経
営
で
知
ら
れ
る
が
、
明
治

時
代
ま
で
は
、
欧
米
か
ら
仕
入
れ
た
品
々
を

取
り
扱
う
唐
物
商
を
営
ん
で
い
た
。
文
明
開

化
の
波
に
よ
っ
て
舶
来
品
が
も
て
は
や
さ
れ
、

芝
川
家
は
財
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
熱
気
が
長
く
続
か
な
い
こ

と
を
又
四
郎
の
祖
父
は
見
抜
い
て
い
た
。
変

動
が
激
し
い
時
代
で
あ
る
う
え
に
戦
争
も
始

ま
れ
ば
、
い
っ
そ
う
唐
物
商
で
身
を
立
て
て

い
く
の
は
危
険
に
な
る
。
欲
を
出
す
資
産
家

も
多
い
中
で
、
芝
川
家
当
主
は
先
祖
と
子
孫

の
た
め
に
財
を
守
る
方
向
に
転
じ
る
。
安
定

し
た
収
入
が
見
込
ま
れ
る
大
阪
の
土
地
を
購

入
し
、
開
発
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

　

六
代
目
の
又
四
郎
も
父
や
祖
父
に
な
ら
い
、

関
西
や
九
州
の
土
地
を
広
く
購
入
し
て
い
た
。

竹
鶴
と
懇
意
に
な
っ
た
の
も
、
土
地
経
営
が

き
っ
か
け
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
か
ら
リ
タ
夫

人
を
伴
っ
て
新
居
を
探
し
て
い
た
竹
鶴
に
、

帝
塚
山
の
大
地
主
だ
っ
た
芝
川
は
、
リ
タ
が

生
活
し
や
す
い
よ
う
に
洋
館
を
建
て
て
歓
迎
。

鳥
井
信
治
郎
が
こ
の
竹
鶴
宅
を
訪
れ
て
寿
屋

に
引
き
入
れ
る
ま
で
、
竹
鶴
夫
妻
は
帝
塚
山

近
く
の
学
校
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
リ
タ
夫
人

は
又
四
郎
に
家
賃
を
払
う
代
わ
り
に
、
又
四

友
を
見
守
る
、

資
産
家
の
先
見
。

長
年
の
夢
を
汲
ん
で
、

竹
鶴
に
出
資
す
る
。

│
竹
鶴
の
夢
、ニ
ッ
カ
創
業
を
支
援
。

喜
び
の
宴
は
、船
場
・
芝
川
ビ
ル
を
舞
台
に
。

ジ
ャ
パニ
ー
ズ・
ウ
イ
ス
キ
ー
偉
人
伝

 

芝
川
又
四
郎

し
ば
か
わ・ま
た
し
ろ
う（
1
8
8
3
〜
1
9
7
0
）

代
々
不
動
産
経
営
に
携
わ
る
、千
島
土
地
株
式
会
社
を
束
ね
る
芝
川
家
の
六
代
目
。

彼
が
建
て
た
芝
川
ビ
ル
は
、島
民
諸
君
も
ご
存
知
の
通
り
。

昭
和
4
年（
1
9
2
9
）か
ら
昭
和
18
年（
1
9
4
3
）ま
で
は
花
嫁
学
校
で
も
あ
っ
た
。

芝川家が開拓した、甲東園の果樹園を散策する竹
鶴夫妻。「大日本果汁」でのジュースづくりも、ここか
らヒントを得たのだろうか？

竣工当時の芝川ビル。又四郎の趣味から、古代メキシコ、マヤ族の
装飾が施された。外壁は、彫刻しやすい柔らかな龍山石。近年、同
種の石を使用して当時の装飾が復刻された。
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Matashiro
Shibakawa

　

芝
川
た
ち
の
支
援
を
受
け
、昭
和
９
年（
１

９
３
４
）、「
大
日
本
果
汁
株
式
会
社
」
が
誕

生
す
る
。
社
名
は
リ
ン
ゴ
ジ
ュ
ー
ス
を
製
造

し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
設
立
総
会
は
、

北
海
道
で
は
な
く
又
四
郎
自
身
が
オ
ー
ナ
ー

だ
っ
た
芝
川
ビ
ル
で
開
か
れ
た
。
昭
和
２
年

（
１
９
２
７
）
に
竣
工
し
た
、
当
時
の
北
船

場
で
は
珍
し
い
洋
風
の
ビ
ル
。
建
築
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
又
四
郎
が
、「
会
社
の
事
務

所
を
つ
く
る
な
ら
、
防
災
や
耐
震
に
優
れ
た

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
に
し
な
く
て
は
」
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
建
て
替
え
た
も
の
だ
。

又
四
郎
は
竹
鶴
の
門
出
に
寄
せ
て
、
こ
の
当

時
最
先
端
の
ビ
ル
を
大
日
本
果
汁
の
大
阪
出

張
所
と
し
て
提
供
し
た
。

　

こ
の
ビ
ル
で
は
、
２
０
０

６
年
に
地
下
の
金
庫
室
で
年

代
物
の
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

が
発
見
さ
れ
た
。
恐
ら
く
株

の
配
当
代
わ
り
に
、
竹
鶴
か

ら
又
四
郎
へ
贈
ら
れ
た
も
の
。

船
場
が
男
た
ち
の
夢
の
舞
台

で
あ
っ
た
証
だ
。

Whisky × Osaka 2014

「竹鶴アンバサダー」が待つ、
芝川ビルのウイスキーパブ。

青年実業家たちが夢を紡いだ
船場にて、関連イベント続々!

　竹鶴と芝川の交差点となった
芝川ビル。その１階に、歴史を今
に語り継ぐのにふさわしい人がい
る。［The Court］の店長・金崎
愛子さんだ。金崎さんは「竹鶴ピ
ュアモルト」を始めとするニッカ
のウイスキーの魅力を広く伝える
竹鶴アンバサダーの資格を持つ。
「ウイスキーだけでなく、ニッカ
の設立総会が行われたことなど
歴史の話も紹介しながらお客さ
んにお勧めしています」と金崎さ

ん。その甲斐あってウイスキーを飲む客が増え、全国で毎年
５名しか選ばれないトップアンバサダーに２年連続で輝いた。
 「片付けをしている時に、『竹鶴さんが見に来てる』と感じる
ことがあるんです。見守ってくれているような感覚で、そう思う
と気が抜けなくなります」。確かに、ニッカを飲むのにこれほ
どふさわしい場所もない。ウイスキーと一緒に街の歴史がこ
んな風に楽しまれていると知れば、竹鶴もさぞ嬉しいだろう。
　

古典芸能×近代建築で船場を遊ぼう!
●新作講談

「国産ウイスキー誕生秘話〜竹鶴物語〜」
竹鶴政孝のウイスキーへの情熱を描いた新作講談
を上方講談師の旭堂南左衛門さんが披露。リュート
とのコラボにも期待大。参加無料、要事前申し込み。
日時／10月12日（日） 1:30PM〜3:00PM
会場／山本能楽堂　定員150名（先着順）
申し込み・問い合わせ／山本能楽堂☎06-6942-4070

船場博覧会2014
●展示「〝マッサン〟竹鶴政孝と船場」
竹鶴政孝がニッカ第一号ウイスキーを世に送り出すまでの軌跡を大阪
とのつながりに焦点を当てながら紹介。入場無料。
期間／11月18日（火）～23日（日・祝）　
時間／1:30PM〜7:30PM（※22・23日は10:00AM〜6:00PM）
会場／辰野ひらのまちギャラリー

●ウイスキー試飲つきセミナー
「初心者のためのウイスキー講座」
ウイスキーはどのように作られるのか、他のお酒とどう
違うのか、初心者にもわかりやすく解説。ニッカのウ
イスキーを試飲しながら学ぶ。参加無料。
日時／11月23日（日・祝） 1:00PM〜2:00PM
場所：辰野ひらのまちギャラリー
定員／30名（当日12:00PMより会場にて整理券を配布）

The Court
　気軽なパブスタイルで、ウイスキーの他にギネスビ
ールも人気。オーナーが集めたニッカの古いボトルや
ポスターがさながらミュージアムの趣で、芝川ビルのレ
トロな雰囲気とよく合っている。ウイスキーシングル
700円〜。☎06-6231-3200　1:00PM〜
2:00AM（月曜5:00PM〜、土・日・祝12:00PM〜
9:00PM）　不定休

大日本果汁設立時に作られた申合書には、芝川ビルや竹鶴たちの名前も。

　又四郎が自らの出生や交友関係を
振り返る、千島土地所蔵の資料。残念
ながら一般公開はされていないが、今
回の参考文献とさせていただいた。

芝
川
家
の
宝
、

又
四
郎
の
回
顧
録
。

 『
小
さ
な
歩
み
』芝
川
又
四
郎 

（
非
売
品
）

ウイスキーは戦時中〜昭和25年頃に完成し
たものと見られている。2010年には、ニッカ
の関係者が芝川ビルに勢揃いした試飲会
が開かれた。現在は、北加賀屋にある千島
土地本社で展示。
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Shotaro
Kaga

　

加
賀
正
太
郎
は
、
多
才
で
多
趣
味
な
人
物

だ
っ
た
。
実
業
家
と
し
て
は
も
ち
ろ
ん
、
世

界
的
な
蘭
栽
培
家
で
登
山
家
と
し
て
も
後
世

に
名
を
残
し
た
。
生
涯
の
友
だ
っ
た
芝
川
又

四
郎
と
の
交
流
も
、
又
四
郎
の
弟
が
山
岳
好

き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
船
場
の
生
家

や
別
荘
も
近
所
だ
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
家
族

ぐ
る
み
の
付
き
合
い
と
な
っ
た
。

　

大
山
崎
に
移
り
、
蘭
の
栽
培
に
熱
中
し
て

い
た
加
賀
に
、
又
四
郎
は
竹
鶴
を
紹
介
し
た
。

山
崎
蒸
溜
所
の
工
場
長
に
就
任
し
た
竹
鶴
は
、

又
四
郎
が
大
家
だ
っ
た
帝
塚
山
の
邸
宅
を
去

り
、
大
山
崎
山
荘
近
く
に
住
む
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。
こ
こ
で
も
、
竹
鶴
リ
タ
夫
人
が
加

賀
夫
人
に
英
語
を
教
え
る
こ
と
で
、
ご
近
所

付
き
合
い
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

　

そ
の
交
流
が
転
じ
、
加
賀
は
大
日
本
果
汁

の
筆
頭
株
主
と
な
っ
た
。
経
営
に
関
し
て
一

番
客
観
的
に
見
据
え
て
い
た
加
賀
は
、
時
に

品
質
と
価
格
を
妥
協
し
な
い
竹
鶴
を
諭
す
こ

と
も
あ
っ
た
。
最
も
激
し
い
経
営
不
振
に
陥

っ
た
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
昭
和
20
年
代

の
こ
と
。
当
時
、
広
く
出
回
っ
て
い
た
の
は

か
つ
て
の
混
成
ウ
イ
ス
キ
ー
の
よ
う
に
、
ア

頑
な
な
竹
鶴
を
、

辛
抱
強
く
諭
す
。

名
う
て
の
実
業
家
は
、

趣
味
も
手
広
く
。

ル
コ
ー
ル
に
色
と
香
り
を
付
け
た
安
い
三
級

ウ
イ
ス
キ
ー
。
原
酒
が
入
っ
て
い
な
く
て
も

ウ
イ
ス
キ
ー
と
し
て
ま
か
り
通
る
世
の
中
に
、

竹
鶴
は
怒
り
を
隠
せ
な
い
。
頑
な
に
手
法
を

守
る
竹
鶴
に
、
加
賀
は
「
会
社
の
行
く
末
を

第
一
に
考
え
る
な
ら
、
今
は
堪
え
て
三
級
ウ

イ
ス
キ
ー
を
つ
く
ろ
う
」
と
提
案
。
当
初
か

ら
経
営
も
竹
鶴
に
任
せ
て
い
た
加
賀
が
、
思

わ
ず
意
見
す
る
ほ
ど
の
事
態
だ
っ
た
の
だ
。

　

喉
頭
ガ
ン
に
冒
さ
れ
て
い
た
加
賀
は
、
病

床
で
も
竹
鶴
を
案
じ
て
い
た
。
自
分
の
死
後

に
株
の
散
逸
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
朝
日
麦

酒
（
現
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
）
初
代
社
長
の
山
本

爲
三
郎
に
、
ニ
ッ
カ
を
託
す
決
意
を
す
る
。

山
本
は
日
本
製
壜
株
式
会
社
に
い
た
頃
、
摂

津
酒
造
時
代
の
竹
鶴
と
心
や
す
く
、
加
賀
は

安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

そ
の
後
も
竹
鶴
は
、
本
場
の
ス
コ
ッ
チ
ウ

イ
ス
キ
ー
の
味
を
追
い
続
け
た
。
そ
の
質
の

確
か
さ
に
つ
い
て
、昭
和
44
年
（
1
9
6
9
）

の
デ
イ
リ
ー
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
紙
に
と
あ
る

記
事
が
載
っ
た
。
ニ
ッ
カ
の
広
告
を
見
て
、

興
味
を
持
っ
た
英
国
記
者
た
ち
が
目
隠
し
で

利
き
酒
を
行
い
、
自
国
の
最
高
級
ス
コ
ッ
チ

と
ニ
ッ
カ
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
違
え
た
と
い
う

の
だ
。
竹
鶴
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
職
人
冥

利
に
尽
き
る
話
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
加
賀
の
死
後
、
自
宅
の
大
山
崎
山

荘
は
紆
余
曲
折
を
経
て
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大

山
崎
山
荘
美
術
館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

山
本
爲
三
郎
収
集
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示

の
中
核
を
成
し
て
い
る
。
ニ
ッ
カ
が
ア
サ
ヒ

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
縁
が
巡
り
巡
っ
て
い
た
。

　

一
方
、「
白
札
」
発
売
以
降
、
鳥
井
信
治

郎
も
ま
た
、
戦
中
・
戦
後
の
苦
難
の
中
に
あ

っ
て
「
日
本
人
の
味
覚
に
合
っ
た
国
産
ウ
イ

ス
キ
ー
」
へ
の
探
究
心
を
失
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。

　

そ
の
こ
だ
わ
り
は
樽
に
も
及
ん
だ
。
原
酒

の
熟
成
の
カ
ギ
を
握
る
樽
も
自
前
が
当
然
と

ば
か
り
に
、
昭
和
21
年
（
1
9
4
6
）
に
は

樽
製
造
工
場
を
新
設
。
本
場
英
国
で
も
、
樽

ま
で
自
家
製
の
メ
ー
カ
ー
は
な
い
。「
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
い
う
称
号
に
ふ

さ
わ
し
い
、
日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
ウ
イ

ス
キ
ー
づ
く
り
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
夢
物
語
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
誕
生
は
、

大
阪
・
船
場
や
堂
島
も
重
要
な
舞
台
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。
今
こ
そ
生
涯
を
ウ
イ
ス
キ

ー
に
捧
げ
た
先
人
の
遺
産
に
感
謝
し
、
こ
の

ウ
イ
ス
キ
ー
イ
ヤ
ー
を
中
之
島
界
隈
で
体
感

し
た
い
。

│
ニ
ッ
カ
を
支
え
、経
営
の
何
た
る
か
を

指
南
し
た
船
場
商
人
の
友
情
。

ジ
ャ
パニ
ー
ズ・
ウ
イ
ス
キ
ー
偉
人
伝

 

加
賀
正
太
郎

か
が・し
ょ
う
た
ろ
う（
1
8
8
8
〜
1
9
5
4
）

高
麗
橋
の
豪
商
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、少
年
時
に
家
督
を
継
ぐ
。

加
賀
証
券
を
始
め
と
し
て
不
動
産
や
貿
易
商
な
ど
様
々
な
事
業
に
手
を
広
げ
た
。

日
本
人
初
の
ス
イ
ス
ア
ル
プ
ス
の
名
峰・ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
頂
成
功
者
で
も
あ
る
。

加賀自ら設計した自宅は、今はアサヒビール大山崎
山荘美術館として一般公開されている。

1969年7月12日の掲載面。
英国における、日本のイメー
ジが覆された快挙である。

4

資料提供／加賀高之氏、アサヒビール

竹
鶴
、鳥
井
、

そ
れ
ぞ
れ
の
後
年
。
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Shotaro
Kaga

日時／2014年11月18日（火） 
7:00PM〜8:30PM頃（開場6:30PM〜）

会場／追手門学院 大阪城スクエア
受講料／2,500円（資料用大判古地図付き）
定員／120名
主催／ナカノシマ大学事務局
協力／関西・大阪21世紀協会

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添え
下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学11月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。

 「古地図ウォーカー、大阪をゆく」第8回

21世紀の
懐徳堂

プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

駅名、橋の名、盛り場の呼び名。
いろんな京橋を一つに足すと、
どんな風景が見える?
　京阪電車、大阪環状線、大阪市営地下鉄が乗り入
れる京橋は、大阪市内中心部の東の一大ターミナル
だ。ここを拠点にさまざまな路線が延びていく様子は、
まさしく大阪の東の玄関口といった感じがする。
　ところが、鉄道の駅としてだけでなく、大阪城の「京
橋口」もあれば、寝屋川に架かる「京橋」も、ええとこ
だっせ♪の京橋もある。交通の要衝であり、歴史の重
要地点であり、繁華街であるという、一様ではない性
格を持つこともまた京橋の特徴と言える。なぜこんな
に複雑で面白い街になったのか？ その答えを古地図
に求めてみよう。
　新旧・硬軟よりどりみどりの京橋イメージを一つに
つなぐ線は、はたしてあるのか。いつものように、右手
にカメラ、左手に古地図をたずさえ、街に出てみよう。

古地図をヒントに
大阪の地名を考える

今月の1枚
「大阪近郊」（本渡章蔵）
　発行は昭和２年（1927）だが、内容は市域
拡張で「大大阪」が誕生する前の姿。市街の
東の入口、京橋のイメージが近郊風景ととも
によみがえる。大日本帝国陸地測量部発行。

2014年11月講座

 「古地図ウォーカー、
大阪をゆく」
第8回 「京橋」がわからない。
講師／本渡 章（作家）

◎今月の授業

 【古地図】

記
事
が
載
っ
た
。
ニ
ッ
カ
の
広
告
を
見
て
、

興
味
を
持
っ
た
英
国
記
者
た
ち
が
目
隠
し
で

利
き
酒
を
行
い
、
自
国
の
最
高
級
ス
コ
ッ
チ

と
ニ
ッ
カ
ブ
ラ
ン
ド
を
取
り
違
え
た
と
い
う

の
だ
。
竹
鶴
に
と
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
職
人
冥

利
に
尽
き
る
話
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

な
お
、
加
賀
の
死
後
、
自
宅
の
大
山
崎
山

荘
は
紆
余
曲
折
を
経
て
「
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大

山
崎
山
荘
美
術
館
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

山
本
爲
三
郎
収
集
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示

の
中
核
を
成
し
て
い
る
。
ニ
ッ
カ
が
ア
サ
ヒ

グ
ル
ー
プ
と
な
っ
た
縁
が
巡
り
巡
っ
て
い
た
。

　

一
方
、「
白
札
」
発
売
以
降
、
鳥
井
信
治

郎
も
ま
た
、
戦
中
・
戦
後
の
苦
難
の
中
に
あ

っ
て
「
日
本
人
の
味
覚
に
合
っ
た
国
産
ウ
イ

ス
キ
ー
」
へ
の
探
究
心
を
失
っ
て
は
い
な

か
っ
た
。

　

そ
の
こ
だ
わ
り
は
樽
に
も
及
ん
だ
。
原
酒

の
熟
成
の
カ
ギ
を
握
る
樽
も
自
前
が
当
然
と

ば
か
り
に
、
昭
和
21
年
（
1
9
4
6
）
に
は

樽
製
造
工
場
を
新
設
。
本
場
英
国
で
も
、
樽

ま
で
自
家
製
の
メ
ー
カ
ー
は
な
い
。「
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ウ
イ
ス
キ
ー
」
と
い
う
称
号
に
ふ

さ
わ
し
い
、
日
本
人
に
し
か
で
き
な
い
ウ
イ

ス
キ
ー
づ
く
り
の
先
駆
者
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
見
る
と
、
夢
物
語
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
た
国
産
ウ
イ
ス
キ
ー
の
誕
生
は
、

大
阪
・
船
場
や
堂
島
も
重
要
な
舞
台
と
な
っ

て
い
る
わ
け
だ
。
今
こ
そ
生
涯
を
ウ
イ
ス
キ

ー
に
捧
げ
た
先
人
の
遺
産
に
感
謝
し
、
こ
の

ウ
イ
ス
キ
ー
イ
ヤ
ー
を
中
之
島
界
隈
で
体
感

し
た
い
。
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日
、『
大
阪
名
所
図
解
』
な
る
本
が

発
売
さ
れ
た
。
大
阪
城
や
住
吉
大
社

な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
や
近
代
建
築
、
橋
、

駅
、
あ
る
い
は
街
場
の
老
舗
な
ど
誰
も
が
知

る
「
名
所
」
を
、
ご
覧
の
よ
う
な
細
密
な
線

画
で
描
い
た
も
の
。
建
築
的
な
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
部
分
や
注
目
す
べ
き
デ
ィ
テ
ー
ル
に
は
、

1
箇
所
ず
つ
解
説
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

れ
を
見
れ
ば
大
阪
を
代
表
す
る
名
所
の
見
方

が
わ
か
る
と
い
う
も
の
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
線
画
を
見
て
、「
ど
こ

か
で
見
た
こ
と
あ
る
」
と
思
っ
た
人
は
古
く

か
ら
の
熱
心
な
島
民
読
者
だ
ろ
う
（
ご
愛
読

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
）。
そ
う
、
創
刊

初
期
の
大
人
気
連
載
「T

alk about bri 

dges!! 

橋
の
話
を
し
よ
う
」
の
作
画
を
担
当

し
た
綱
本
武
雄
さ
ん
の
絵
だ
。

　

こ
の
本
で
は
、
中
之
島
の
橋
や
建
築
が
数

多
く
登
場
し
て
い
る
。
大
阪
府
立
中
之
島
図

書
館
、大
阪
市
中
央
公
会
堂
、旧
ダ
イ
ビ
ル
、

今
は
な
き
朝
日
ビ
ル
や
朝
日
新
聞
ビ
ル
、
さ

ら
に
は
難
波
橋
、
天
神
橋
、
錦
橋
な
ど
な
ど
。

キ
タ
や
ミ
ナ
ミ
の
建
築
に
比
べ
て
、
中
之
島

周
辺
の
件
数
は
群
を
抜
い
て
多
い
。
そ
れ
だ

け
大
阪
の
街
に
と
っ
て
重
要
な
ス
ポ
ッ
ト

が
こ
こ
に
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な

の
だ
ろ
う
。

だ
け
で
な
く
解
説
の
文
章
を
担
当
し

た
面
々
も
す
ご
い
。
大
阪
城
・
住
吉

大
社
・
四
天
王
寺
・
大
阪
天
満
宮
の
解
説
を

担
当
し
た
の
は
大
阪
歴
史
博
物
館
の
学
芸

員
で
あ
る
酒
井
一
光
さ
ん
。
ビ
ル
の
正
面
が

カ
ー
ブ
を
描
く
「
カ
ド
丸
」
建
築
は
じ
め
近

現
代
の
建
築
は
、
お
な
じ
み
の
髙
岡
伸
一
さ

ん
。
そ
し
て
、
お
好
み
焼
き
や
焼
肉
の
老
舗

や
喫
茶
店
、
バ
ー
と
い
っ
た
街
の
店
に
つ
い

て
は
本
誌
編
集
発
行
人
の
江
弘
毅
が
担
当

し
て
い
る
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
大
阪
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
ば
か
り
だ
。

　

出
版
に
あ
た
っ
て
、
綱
本
画
伯
に
あ
ら
た

め
て
中
之
島
を
描
い
た
印
象
を
聞
い
て
み
た
。

　
「
細
か
な
装
飾
や
模
様
で
構
成
さ
れ
た
橋

や
建
物
は
、
地
上
か
ら
、
あ
る
い
は
水
面
か

ら
多
く
の
人
に
、
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
見

ら
れ
る
こ
と
を
相
当
に
意
識
し
て
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
３
６
０
度
、
ど
こ
か

ら
見
て
も
抜
か
り
の
な
い
も
の
ば
か
り
だ
っ

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
し
、
だ
か
ら
こ
そ

生
き
残
っ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
ち

ら
と
し
て
も
、
そ
の
気
概
に
応
え
る
つ
も
り

で
描
き
ま
し
た
」

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

先

中
之
島
の「
名
所
」を

図
解
で
見
ら
れ
る
。

第24回

［生きた建築ミュージアム フェスティバル大阪 2014］

『大阪名所図解』
（１４０Ｂ／1,600円＋税）
　城郭・寺社、「カド丸」建築、橋、駅・
空港、大阪的建築、老舗、喫茶・バー、
公共建築のブロックに分けて、大阪の
建築や店舗の「見方」を図解する。全
50箇所を収録し、見ごたえたっぷり。全
国の書店にて発売中。

絵
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取材・文／大迫 力（本誌）

　「ちょっと、隣のビルまで」と言
われても、なかなか行く機会がない
という方には、この秋は絶好のタイ
ミングかもしれない。先月号でもご
紹介した「生きた建築ミュージアム 
フェスティバル大阪 2014」では、ま
さに「ちょっとそこまで」と足を運
ぶ感覚でビルや店舗に入れるイベン
トが多数企画されているのだ。

　「生きた建築」は、歴史的価値を継承しつつ、今もなお現
役である建築物のこと。つまり、多
くの人に使われてこそ、見られてこ
その存在なのだ。そのため、ふだん
は見られない場所の特別公開、ツア
ー、トークなど、どの企画も建築の
魅力を体感できるものばかりだ。
　ここで挙げるのはその一部。もち
ろん10月16日（木）のナカノシマ大学

「髙岡流・大阪の建築の味わい方」
でも、髙岡伸一さんがフェスの楽し
み方をばっちり解説する。

　「ある時代の歴史・文化、市民の暮らしぶりといった都市の営みの証であり、さ
まざまな形で変化・発展しながら今も生き生きとその魅力を物語る建築物」を選定
し、大阪の新しい魅力として発信していく事業。昨年と今年合わせて50件が大
阪セレクションとして選ばれた。それらを含めた大阪の建築をとことん楽しもうとい
うのがこのフェスティバル。最新情報は大阪市のホームページもしくは「生きた建
築」のツイッター（@ikitakenchiku）で確認を。
http://www.city.osaka.lg.jp/toshiseibi/page/0000281475.html

メインイベント（一部）
●「大阪建築探訪・中之島ツアー」中之島のシンボルであるダイビル本館、
  日銀大阪支店、フェスティバルタワーを見て回る。［有料／要申し込み］
●「大阪の建築家・安井武雄ツアー」大阪倶楽部など安井武雄の代表作を、
  安井建築設計事務所の社長が案内。［無料／要申し込み］
●「堺筋倶楽部 特別公開」昭和６年（1931）建設の銀行建築を
  コンバージョンしたレストランを自由に見学。［無料／申し込み不要］
●「女子会 in スリープカプセル」普段は女子禁制の
  カプセルホテルでのトークイベント。［有料／要申し込み］
●「大阪の秘宝ツアー」原田産業株式会社大阪本社ビルなど、
  今回初めて内部公開される建物をめぐる。［有料／要申し込み］
●「浪花組本店ビル 特別公開」村野藤吾設計のオフィスを見学。
  職人さん指導による左官体験もあり。［無料／申し込み不要］
●「ミナミこどもツアー」小学生たちがミナミのまちを歩き、
  生きた建築の魅力に触れるこども向けツアー。［有料／要申し込み］

キックオフイベント
「建築夜会 生きた建築、その魅力と可能性」
日時／10月30日（木）6:00PM〜7:30PM
1部／講演：橋爪紳也　２部／対談：橋爪紳也×磯 達雄
会場／綿業会館大ホール
定員／150人［有料／要申し込み］ 

11/1（土）・2（日）を中心に開催!
生きた建築ミュージアム フェスティバル大阪 2014

11月1・2日には大阪証券取引所ビ
ル１階アトリウムにインフォメーション
を設置。当日、申し込みなしでも内
部見学できる建物などを紹介する。

大阪市役所、大阪市関係施設な
どにてパンフレットも配付中。

黒川紀章設計のスリープカプセル。
レストランとして活躍中の堺筋倶楽部。

水平ラインが美しい大阪ガスビル。

第24回

［生きた建築ミュージアム フェスティバル大阪 2014］

オフィスも店舗も非公開のビルも。
大阪の建築が一斉に
 「オープン」になるフェスティバル。
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天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

10
月
は
、上
方
の
名
人
た
ち
を
め
ぐ
る
、あ
っ
と
驚
く
ネ
タ
が
満
載
。

ま
た
、「
達
人
が
語
る
名
人
芸
と
職
人
技
」と
題
し
た
座
談
で
は
、

大
阪
の
美
術
史
に
詳
し
い
橋
爪
節
也
先
生
が
、

元
禄
文
化
を
花
開
か
せ
た
、名
人
た
ち
に
つい
て
語
る
。

　

ま
ず
は
簡
単
な
ク
イ
ズ
か
ら
。

Q.
次
の
人
名
の
共
通
点
を
答
え
な
さ
い
。

　

菱
川
師
宣（
71
）
　　
　

 
山
崎
闇
斎（
71
）

　

山
鹿
素
行（
67
）
　　
　

 
伊
藤
仁
斎（
62
）

　

渋
川
春
海（
50
）
　　
　

 

関
孝
和（
49
）

　

井
原
西
鶴（
47
）
　　
　

 

松
尾
芭
蕉（
45
）

　

坂
田
藤
十
郎（
42
）
　　

 

竹
本
義
太
夫（
38
）

　

近
松
門
左
衛
門（
36
）
　 

生
田
検
校（
33
）

　

新
井
白
石（
32
）
　　
　

 

尾
形
光
琳（
31
）

　

市
川
団
十
郎（
29
）
　　

 

尾
形
乾
山（
26
）

　

荻
生
徂
徠（
23
）

　

正
解
は
「
同
時
代
人
」。
数

字
は
元
禄
元
年
（
１
６
８
８
）

時
の
年
齢
だ
。
日
本
史
教
科
書

は
「
元
禄
文
化
」
の
項
で
彼
ら
を
特
筆
す

る
。
こ
の
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
が
雨
後
の
筍

の
よ
う
に
一
斉
に
現
れ
た
の
は
驚
き
だ
。

戦
国
時
代
か
ら
一
世
紀
を
経
た
平
和
な
時

代
の
要
請
が
あ
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。

　

そ
し
て
、
落
語
の
世
界
で
も
、
元
禄
期

に
は
大
坂
に
米
沢
彦
八
（
１
７
１
４
年
没
）、

京
に
露
の
五
郎
兵
衛
（
46
？
）、
江
戸
に
鹿

野
武
左
衛
門
（
40
）
が
相
前
後
し
て
登
場
し
、

各
々
が
三
都
に
お
け
る
「
落
語
の
祖
」
と
な

っ
た
。
彦
八
は
生
國
魂
神
社
で
、
五
郎
兵
衛

は
北
野
天
満
宮
で
活
躍
し
、
江
戸
に
出
た

武
左
衛
門
も
出
身
は
大
坂
・
難
波
村
だ
っ
た
。

落
語
の
登
場
人
物
に
目
配
り
す
れ
ば
、
伝

説
の
彫
刻
職
人
・
左
甚
五
郎
も
同
時
代
人

だ
っ
た
ら
し
い
。
黒
川
道
祐
（
66
）
の
随

筆
『
遠え

ん
べ
き
け
ん
き

碧
軒
記
』
に
そ
の
モ
デ
ル
が
記
録

さ
れ
て
い
る
。

　

落
語
「
竹
の
水
仙
」「
ね
ず
み
」「
三
井

の
大
黒
」「
四
つ
目
屋
」は
、甚
五
郎
の
並

は
ず
れ
た
技
量
を
描
く
。
遺
作
と
し
て
は

日
光
東
照
宮
の
「
眠
り
猫
」
が
有
名
だ
が
、

大
坂
・
四
天
王
寺
に
も
「
眠
り
猫
」
を
伝

え
、
大
晦
日
に
は
二
匹
の
鳴
き
声
が
響
き

合
っ
た
と
い
う
。
甚
五
郎
が
彫
っ
た
鼠
は

動
き
廻
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
鳴
き
声

く
ら
い
は
朝
飯
前
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

さ
ら
に
浅
井
了
意
（
77
）
の
『
御お

と
ぎ
ぼ
う

伽
婢

子こ

』
は
中
国
の
怪
異
小
説
の
翻
案
だ
が
、

明
治
に
同
書
か
ら
採
ら
れ
た
の
が
落
語

『
牡
丹
灯
籠
』
だ
。
そ
し
て
了
意
も
京
・

大
坂
に
住
ん
で
い
た
。
や
は
り
落
語
は
上

方
発
な
の
だ
。

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
七
回  

髙
島
幸
次

◉
10
月
の
お
題
は「
名
人
」

演
目
／
桂
米
左「
書
割
盗
人
」　

　
　
　
笑
福
亭
生
喬「
応
挙
の
幽
霊
」　

　
　
　
笑
福
亭
枝
鶴「
竹
の
水
仙
」

　
　
　
旭
堂
南
海「
腰
元
彫
り
名
人
・
昆
観
」

　
　
　
笑
福
亭
三
喬「
抜
け
雀
」

座
談
／
桂
春
之
輔（
上
方
落
語
協
会
副
会
長
）　

　
　
　
笑
福
亭
三
喬

　
　
　
旭
堂
南
海

　
　
　
橋
爪
節
也（
大
阪
大
学
教
授
）

10
月
の
天
神
寄
席
は
、名
人
芸
が
続
々
飛
び
出
す
?

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
前
売
り
券
を
買
う
と
お
得
!

「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
買
う
と
、１
８
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

い
つ
も
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウ
ェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
を
受
付
中
。

開
催
日
／
10
月
25
日（
土
）

時
間
／
6・30 

PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
1
8
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
0
0
0
円
／
当
日
2
5
0
0
円
）

支
払
い
方
法
／
当
日
、現
地
に
て
精
算

販
売
期
間
／
10
月
24
日（
金
）7・00 

PM
ま
で

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み
で
す
。当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
9
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０

トリの笑福亭三喬さん
は、名工と雀の不思
議なネタを。

笑福亭枝鶴さんのネ
タでは、彫刻職人の
技量が光る。

旭堂南海さんの講談
を生で聴ける機会、お
見逃しなく！

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

多
数
の
名
人
が
時
を
同
じ
く
し
て
現
れ
る
理
由
を
、十

月
寄
席
の
座
談
ゲ
ス
ト・橋
爪
先
生
に
聞
い
て
み
よ
う
。

10
月
25
日
（
土
）

 「
名
人
・
達
人
・
職
人
の
落
語
会
」

元
禄
の
大
坂
と
落
語
。
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左／信濃川河口付近にある新潟港。「湾」ではなく川沿いに船着場が　右／地獄極楽小路にある料亭［行形亭（いきなりや）］

日時／2014年11月14日（金） 6:30PM～8:00PM（開場6:00PM）
会場／アサヒ ラボ･ガーデン（大阪富国生命ビル4F）
講師／恩田雅和
受講料／無料（新潟県のお土産付き）　定員／50名
主催／新潟県観光協会大阪観光センター
協力／アサヒ ラボ･ガーデン
運営／新潟のええとこ・うまいもんゼミナール事務局

お名前･ご住所･電話番号を明記のうえ、下記までハガ
キ、ファックス、もしくはナカノシマ大学HP（http://
nakanoshima-univ.com/）内の応募フォームからお申
込みください。ハガキ、ファックスでのお申込みの方は、
複数名でご参加希望の場合は人数分の必要事項を
明記し、講座名を必ずお書き添えください。
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4F
「関西にいがたゼミ」受付係　fax.06-4799-1341　
※締切＝10月24日（金）必着。応募者多数の場合は抽選
とします。受講票は当選した方のみ、10月中に発送します。

 「水都･新潟と大阪。意外に太いご縁」

関
西
人
の
た
め
の

 「
新
潟
の
え
え
と
こ
・
う
ま
い
も
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

 
近
く
な
る
新
潟
。2
0
1
5
年
春
、新
幹
線
が
開
業
!

第
2
回「
水
都･新
潟
と
大
阪
。意
外
に
太
い
ご
縁
」 

講
師
／
恩
田
雅
和

 「
黄
金
の
水
路
」に
導
か
れ
て

新
潟
か
ら
天
満
に
や
っ
て
来
た
人
。

　

第
２
回
の
講
師
は
、
開
席
８
周
年
を
迎
え

て
ま
す
ま
す
人
気
の
常
設
寄
席
［
天
満
天
神

繁
昌
亭
］
の
支
配
人
・
恩
田
雅
和
さ
ん
で
す
。

　

新
潟
市
の
出
身
で
大
学
は
東
京
。
と
な
れ

ば
東
京
で
就
職
ま
た
は
地
元
に
Ｕ
タ
ー
ン
が

普
通
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
偶
然
が
重
な
り
和

歌
山
の
放
送
局
に
入
社
。
30
年
以
上
に
及
ぶ

和
歌
山
勤
務
時
代
に
は
、
開
放
的
で
先
取
り

好
き
な
南
紀
の
「
海
民
」
気
質
に
親
近
感
を

抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
新
潟

も
ま
た
海
民
の
つ
く
っ
た
港
町
だ
っ
た
」
と

改
め
て
故
郷
を
見
直
す
よ
う
に
な
っ
た
と
か
。

　

そ
し
て
繁
昌
亭
の
開
席
に
伴
い
、
大
阪
へ
。

仕
事
場
は
「
北
前
船
」
の
発
着
地
・
八
軒
家

浜
の
対
岸
、
大
阪
天
満
宮
の
境
内
と
い
う
の

も
不
思
議
な
ご
縁
だ
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

恩
田
さ
ん
が
育
っ
た
の
は
水
都
ら
し
い
名

前
の
船ふ
な
ば
ち
ょ
う

場
町
。
河
口
近
く
の
信
濃
川
左
岸
に

ぎ
っ
し
り
と
船
が
停
泊
し
て
い
る
さ
ま
や
、

海
を
見
下
ろ
す
場
所
に
あ
る
「
住
吉
神
社
」

な
ど
は
大
阪
人
に
と
っ
て
は
と
て
も
親
し
め

る
風
景
だ
と
思
い
ま
す
。　

　

新
潟
と
大
阪
の
不
思
議
な
ご
縁
、
こ
れ
は

ほ
ん
の
さ
わ
り
の
部
分
。
お
楽
し
み
に
！

◉第2回～4回の会場は
梅田･富国生命ビル４階の多目的スペース「アサヒ ラボ･ガ
ーデン」。新潟ゼミ以外の用事でも足を運びたくなる、快適
かつ使い勝手のいい場所です。朝の連ドラのモデル、竹鶴
政孝（マッサン）にちなんだ展示や講座もお見逃しなく！
☎06-6926-4070　11:00AM〜8:00PM　日曜休
http://www.asahigroup-holdings.com/
research/labgarden/

おんだ･まさかず
1949年新潟市生まれ。県立新潟高を経て慶應義塾大学文学部卒業、大
阪大学大学院文学研究科修了。1974年に和歌山放送に入社しプロデュ
ーサーなどを務め2006年12月退社。2007年１月天満天神繁昌亭の支配
人に就任。2012年上方落語協会理事。故郷の作家・坂口安吾の研究家で
もあり、10月18日（土）には安吾の生誕祭で講演するために里帰りする。

 

◉
今
月
の
授
業

 

港
町・新
潟

新潟の魅力を語る
スペシャリストが続 !々
第3回 12.3（水）　
千葉望（文筆家）

第4回 1.14（水）
鷲尾圭司（水産大学校理事長）

第5回 2月（未定）　
地酒と食材を味わう会（有料）
※会場は未定
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 神戸がグランフロント大阪をジャック!? ｢おとな旅･神戸2014─15秋冬｣開幕トークセッション

神戸･大解説

北
新
地
で
と
て
も
ニ
ュ
ー
ス
な

 「
肉
と
お
で
ん
」で
ち
ょ
っ
と
一杯
。

 ﹇
ラ
・
グ
リ
ル
ー
デ
ン
﹈
　

第
七
回 

江 

弘
毅（
本
誌
編
集
発
行
人
）

　

堂
島
浜
２
丁
目
の
わ
が
島
民
編
集
部
が
あ
る
ビ
ル
の
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
の
2
重
の
自
動
ド
ア
を
出
て
、
東
へ
真
っ
直

ぐ
四
つ
橋
筋
に
か
か
る
信
号
を
渡
る
。

　

そ
こ
か
ら
は
北
新
地
。
そ
の
ま
ま
堂
島
中
通
り
を
一
直

線
で
こ
の
新
し
い
店
に
着
く
。
四
つ
橋
筋
の
信
号
が
青
な

ら
2
分
、
赤
な
ら
3
分
の
距
離
だ
。

　
［
ラ
･
グ
リ
ル
ー
デ
ン
］
と
い
う
店
名

は
、
こ
の
店
の
フ
ー
ド
の
２
枚
看
板
で

あ
る
厳
選
ビ
ー
フ
の
「
グ
リ
ル
」
と
フ

レ
ン
チ
テ
イ
ス
ト
の
「
お
で
ん
」
を
か

け
た
と
い
う
。

　

そ
も
そ
も
は
こ
の
店
、
ブ
ラ
イ
ダ
ル

施
設
［
ラ
グ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル
］
の
１
階
部

分
と
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
を
一
般
客
に
開

放
し
た
も
の
で
、
感
覚
的
に
は
ブ
ラ
イ

ダ
ル
会
場
と
し
て
使
わ
な
い
日
、
す
な

わ
ち
平
日
の
み
の
バ
ル
形
態
の
営
業
だ
。

　

わ
た
し
は
、
第
57
号
の
こ
の
連
載
で

も
ご
紹
介
し
た
細
う
ど
ん
の
老
舗
［
黒

門
さ
か
え
］
に
よ
く
行
っ
て
い
る
。
昼
ご
飯
も
夜
の
ち
ょ

っ
と
一
杯
も
、
こ
こ
20
年
ぐ
ら
い
３
日
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
、
昼
も
夜
も
１
日
に
２
回
行
く
こ
と
も
あ
る
。

　
［
ラ
グ
ナ
ヴ
ェ
ー
ル
］
は
そ
の
［
さ
か
え
］
の
真
向
か
い

に
あ
る
。
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施
設
な
の
で
、
わ
た
し
た
ち
地
元

民
が
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
り
、
飲
み
に
行
っ
た
り
す
る
日
の

そ
の
時
間
帯
に
は
、
挙
式
や
披
露
宴
に
行
き
当
た
る
こ
と

は
な
い
。

　

だ
か
ら
開
業
当
初
は
、
街
中
に
あ
る
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施
設

と
し
て
は
と
て
も
シ
ッ
ク
な
佇
ま
い
ゆ
え
、「
向
か
い
に
シ

テ
ィ
・
ホ
テ
ル
出
来
た
ん
？
」
な
ど
と
［
さ
か
え
］
の
客

の
間
で
言
い
合
っ
て
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。

　

け
れ
ど
も
普
段
は
人
の
気
配
が
少
な
い
そ
の
ブ
ラ
イ
ダ

ル
施
設
の
一
角
で
、
そ
れ
と
わ
か
る
バ
ル
営
業
が
始
ま
る

と
、
界
隈
が
ま
っ
た
く
違
っ
た
様
相
に
な
る
。
ガ
ー
デ
ン

テ
ラ
ス
に
は
ア
メ
リ
カ
ン
チ
ッ
ク
な
ク
ッ
キ
ン
グ
・
カ
ー

が
入
り
、
絶
妙
な
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
そ
し
て
ポ
ッ
プ
ス
系
の

音
楽
。
入
り
や
す
く
出
や
す
そ
う
な
人
の
賑
わ
い
の
気
配

で
、
北
新
地
の
一
番
南
側
に
あ
た
る
こ
の
堂
島
中
通
り
が

ち
ょ
っ
と
明
る
い
の
だ
。「
肉
と
お
で
ん
、
何
、
そ
れ
ど
う

い
う
こ
と
？
」
と
い
う
、
ニ
ュ
ー
ス
に
対
し
て
の
注
目
の

声
も
聞
こ
え
て
き
て
い
る
最
中
で
あ
る
。

　

ラ
ン
プ
肉
ス
テ
ー
キ
は
50
ｇ
９
０
０
円
、
１
０
０
ｇ
１

５
０
０
円
、
２
０
０
ｇ
２
９
０
０
円
、
３
０
０
ｇ
４
２
０

０
円
。
ガ
ッ
ツ
リ
い
く
ほ
ど
あ
る
い
は
多
人
数
で
行
く
ほ

ど
割
安
に
な
る
。
こ
れ
は
わ
か
り
や
す
い
。

　

10
月
31
日
ま
で
は
オ
ー
プ
ン
記
念
の
「
女
性
管
理
職
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
が
開
催
中
。「
女
性
管
理
職
と
そ
の
部

下
が
御
一
緒
に
ご
来
店
」
で
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ビ
ー
ス

ト
（
美
し
き
野
獣
）
セ
ッ
ト
な
る
30
％
オ
フ
の
メ
ニ
ュ
ー

と
ボ
ト
ル
ワ
イ
ン
1
本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
。
大
真
面

目
に
や
っ
て
く
れ
る
の
が
良
い
。
そ
し
て
同
じ
同
伴
で
も
、

ま
っ
た
く
意
味
が
違
う
の
で
あ
っ
た
。

→岸和田だんじり祭の祭禮年番の大役を終えたばかり。ほっとしている。
冬からは久々に大阪の食についての執筆と『あまから手帖』で連載が始まる予定。

ラ･グリルーデン　
　ランプ肉は、レアで焼かれた塊肉を御影石の
石板鍋で好みの加減まで焼いて食べるスタイ
ル。もうひとつの「フレンチおでん」は、トマトバジ
ル450円、大根のボロネーゼソース、牛すじ肉の
ワイン煮600円、ちくわチーズ250円、ブロッコリ
ー・バーニャカウダソース350円など。このおでん、
ワイン飲みがターゲットと見た。ランチ営業もあり。
☎06-6450-4352（ラグナヴェール大阪内）　
11:30AM〜3:00PM　6:00PM〜11:00PM　
土・日・祝休

写真／李 宗和
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秋から春、5か月間で88プログラムを用意。

 神戸がグランフロント大阪をジャック!? ｢おとな旅･神戸2014─15秋冬｣開幕トークセッション

神戸･大解説
お約束は、ワンランク上の
〝まち感覚〟です。

　「おとな旅･神戸」は作家や編集者、料理人、研究者、デザイナーなど厳
選されたスペシャリストの「市民アドバイザー」たちが、「神戸ファンがもっと
神戸好きになる、特別な１日」を設定し、魅力あるプログラムを通じて神戸
の新たな楽しみ方を発信するプロジェクト。この秋冬で３回目を迎えました。
　プログラムは、知っている街の知らなかった歩き方であったり、通常は食
べられない特別メニューであったり、神戸の逸品を作る教室であったり、ト
レッキングやヨガのレッスンであったり、ファッションやアクセサリーの提案
であったり…と、約90プログラムを５か月間で実施します。
　そして「大阪人を全員、神戸好きに」という趣旨で「おとな旅･神戸」の魅
力をお伝えする「神戸･大解説」をまたまた梅田で開催。パネリストは小説、
スポーツ、そして街の現場で「神戸」の魅力を発信し続ける３人です。いず
れもその道のトップランナーでありながら、実にフレンドリーな話し手でもあ
るので、リラックスした雰囲気で楽しんでください。
　３人はこの秋冬の「おとな旅・神戸」で「市民アドバイザー」としてプログ
ラムも担当。それぞれのプログラム紹介や、「秋から春に神戸を訪れること
の楽しさ」を語ってもらいます。スペシャルなおみやげにもご期待を！

グランフロント大阪ナレッジキャピタル北館タワーC 10階にある
慶應大阪シティキャンパス。教室（Room1）は広々かつ東側と南
側に窓があり、梅田の夜景を横目に神戸トークのひとときが楽し
めます。一般市民向けの講座もぜひ。
☎06-6359-5547　http://www.korc.keio.ac.jp/index.php

■当日のプログラム
・ おとな旅･神戸2014-2015秋冬プログラム紹介
  「このプログラムで神戸に華を添えます」

・ トークセッション「秋冬の神戸なら、これでしょう」
  〜以上、玉岡かおる、平尾剛、曹英生

・ 「おとな旅･神戸」実行委員会からひと言

■参加者への神戸おみやげ
・ ［老祥記］の豚まん
・ ［凮月堂］のミニゴーフル
・ もう1点（お楽しみに！）

■会場

■パネリスト
玉岡かおる（作家）
　明治から昭和にかけて実在した貿易商「鈴木商店」の女主
人･鈴木よねの一生を描いた織田作之助賞受賞作『お家さ
ん』はこの５月にドラマ化され、20％超の視聴率を記録しました。
代表作『お家さん』にちなんだ「おとな旅･神戸」ならではの特
別講演を、物語の舞台･元町で行います。

平尾 剛（スポーツ指導者）
　ラグビー選手として神戸製鋼（WTB）と日本代表（FB）で活
躍、引退後は神戸親和女子大学講師として指導者の育成に
携わっています。「おとな旅･神戸」ではトップリーグの神戸製鋼
戦を、選手･指導者･ファンそれぞれの視点からフレンドリーに、
かつ「身を乗り出してしまう」解説で楽しませてくれます。

曹 英生（南京町商店街振興組合理事長）
　神戸好きに圧倒的人気の豚まん［老祥記］店主であり、南京
町を「必ず寄りたい街」にすべく商店街メンバーと汗を流す、陽
気で面倒見よしの大人。「おとな旅･神戸」では南京町が一年
で最も賑わう、龍や獅子が舞い踊る2月の「春節祭」に、曹さん
ならではのスペシャルガイドでご案内します。

日時／10月15日（水） 6:30PM〜8:30PM（開場6:00PM）
場所／慶應大阪シティキャンパス（グランフロント大阪ナレッジキャピタル北館タワーC 10F）
料金／2,000円（神戸のおみやげ付き）　定員／60名
主催／「おとな旅･神戸」実行委員会（神戸市･兵庫県･神戸商工会議所･
　　一般財団法人神戸国際観光コンベンション協会ほか）
協力／慶應大阪シティキャンパス　ナカノシマ大学事務局　

■参加方法
　お名前･ご住所･電話番号を明記のうえ、下記までハガキ、ファックス、もしくはナカ
ノシマ大学HP内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスについて
は複数名（２人まで）でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してくださ
い。ハガキ、ファックスでお申し込みの方は、講座名を必ずお書き添えください。
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4F 株式会社140B「神戸･大
解説」係　fax.06-4799-1341　※締切＝10月7日（火）必着。応募者多数の場合は
抽選とします。当選した方のみ受講票を発送します。

「おとな旅･神戸2014─2015秋冬」開幕トークセッション 神戸･大解説

「おとな旅･神戸」のイラストは今回も、『月刊島民』の表紙でおなじみ奈路道程

秋から冬、そして春まで大充実の88プログラム。

2014.11.11～2015.3.26
http://kobe-otona.jp/

88プログラムが載
ったパンフレットも
当日お渡しします

洋食、フレン
チ、日本料

理…

朝食もラン
チも

あの店のテ
ーブルで

お
約
束
は
、ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の

〝
ま
ち
感
覚
〞で
す
。

秋から冬、
そして春ま

で大充実の
88プログラム

。

前期：2014.11月～2015.1月

後期：2015. 2 月～2015.3月

http://kobe-otona.jp/

南京町なら
ではの

ディープ
な春節祭

お問い合わ
せ■「おとな旅

･神戸」運営
事務局　TEL:078-599-7110（平日9:30～18:00まで）

主催■「お
とな旅・神戸

」実行委員
会（神戸市

、兵庫県、神
戸商工会議

所、一般財
団法人神戸

国際観光コ
ンベンシ

ョン協会ほ
か）

大石

岩屋
灘

新神戸

新長田

名谷

伊川谷

西神
中央

山陽垂水 塩屋

山陽塩屋
須磨
海浜公園

中央
市場前

岡本

御影

御影王子公園

有馬温泉

六甲山上

六甲
ケーブル下

六甲
ケーブル

三宮元町

旧居留地・

大丸前　
　

市民
広場

神戸空港

マリンパー
ク

山陽
新幹
線神

戸
電
鉄
有
馬
線

神戸電鉄粟生線
北
神
急
行
電
鉄

六
甲
ラ
イ
ナ
ー

ポ
ー
ト
ラ
イ
ナ
ー

神
戸
電
鉄
三
田
線

JR神
戸線

阪急
神戸
線

阪神
本線

湊川
湊川公園

鈴蘭台

谷上

神
戸
市
営

地
下
鉄
海
岸
線

山陽
電鉄

本線

有馬口

板宿

大倉山
神戸

新開地

月見山

垂水

和田岬

神戸
高速
線

住吉

魚崎

長田

北鈴蘭台

「おとな旅
･神戸」開催

地マップ

※集合場所
（駅）ごとに

プログラ
ムを示して

います。マッ
プ上の数字

はプログ
ラム番号で

す

〈神鉄 有馬温泉〉

57.瑞宝寺公
園もみじ茶

会

C.有馬グラン
ドホテル

宿泊

〈北野エリ
ア〉

7.安達さんANDO

16.トリトンカフ
ェ

17.スイーツphotoレッスン

38.東天閣

43.ドンナロイ
ヤ

44.世界のワイ
ンを地元食

材で

45.神戸北野
ホテル

54.インドクラブ

55.ブラジル移
民

72.にしむら珈
琲店

84.北荘さんLIVE

85.JAZZヴォーカ
ルレッス

ン

A.北野ホテル
宿泊

〈六甲ケー
ブル 六甲山上〉

25.日本最古の
ゴルフ倶楽

部へ

〈阪神 御影〉

40.淡路三年
ふぐ

〈山陽 垂水〉

52.いかなご
〈JR 須磨海浜公

園〉

23.イルカライ
ブ

〈地下鉄 中央市場前
〉

58.関西出汁
兵庫津

〈高速 新開地〉

71.新開地喫
茶浪漫

〈新神戸〉
4.倉方さん北

野編

22.布引ハーブ
園

〈JR･地下鉄 新長田〉

31.神戸シュー
ズ

59.長田こなも
んツアー

〈地下鉄 名谷〉

18.人気ロケ地
めぐり

〈地下鉄 大倉山〉

6.倉方さん山
手編

〈地下鉄 伊川谷〉

28.伊川谷グル
メピクニ

ック

〈JR 塩屋〉
3.塩屋百年

百景

〈地下鉄 西神中央〉

78.リッチフィー
ルド×

　 ボックサ
ン

〈阪急 御影〉

76.御影髙杉

　スイーツ
教室

〈阪神 魚崎〉

12.灘校阪神
間モダニズ

ム

〈阪急 王子公園〉

27.摩耶山バー
ベキュー

70.水道筋ハシ
ゴ飲み

〈阪神 岩屋〉

10.兵庫県立
美術館

〈阪神 大石〉

64.成田一徹「
灘編」

〈阪急 岡本〉

75.ドンク飾り
パン

79.岡本フラワ
ーアレン

ジメント

80.岡本陶芸
&スイーツ

〈地下鉄 和田岬〉

2.三菱重工

　    神戸造船
所

24.平尾さん

      神戸製
鋼戦

神戸市営
地下鉄

西神・山手
線

〈六甲ケー
ブル 

六甲ケーブ
ル下〉

20.六甲高山植
物園

〈三宮･元
町･旧居留

地エリア〉

1.玉岡さん「
お家さん」

5.倉方さん旧
居留地編

8.間宮さん旧
居留地案内

9.神戸の街あ
かり〝光の

魔法〟

19.ウエディン
グ

21.根岸さん夜
景バス

26.再度山荘
でヨガ&ランチ

29.真珠アクセ
サリ－

30.マキシン帽
子オーダー

33.CHECK&STRIPE

34.田代さんテ
ーブル

35.そごう神戸
店

36.モダン着物

37.神仙閣

39.伊藤グリル

41.玄斎

46.ラ・スイート

47.神戸元町
別舘牡丹園

48.神戸ビーフ
ランチ

49.神戸ビーフ
ディナー

50.南京町円
卓

51.味噌だれ神
戸餃子

53.南京町春
節祭

61.三宮センタ
ー街

66.MUSICスポットめ
ぐり

67.バー・ロー
ハイド

68.ラジオDJぶらり三宮

69.江さんチョ
イ飲み

73.ユーハイム

74.イスズベー
カリー

77.モンプリュ

81.デザート・ア
・ラ・モード

82.神戸凮月堂
ゴーフル

83.スイーツア
ラモード

〈JR神戸・高速
神戸・

地下鉄 ハーバーラ
ンド〉

11.Kobe INK

13.ぱしふいっ
くびいな

すの船旅

14.コンチェル
トで紅茶の

レッスン

15.ボジョレー
ヌーヴォ

ークルー
ズ

60.モトコーめ
ぐり

62.成田一徹
元町編

63.成田一徹
新開地編

65.マジック

B.メリケンオ
リエンタ

ル宿泊

〈神戸新交
通

ポートラ
イナー 

市民広場〉

32.ワールド

42.トランテア
ン

〈JR 伊丹〉
56.田辺さん

      官兵衛
復活
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第9回 Nakanoshima-style.com 
フォトコンテスト
応募規定／デジタルカメラ、携帯電話な
どで撮影されたデジタルデータを１人５点
まで応募可能。
ファイル形式／JPEG、GIFなど

（サイズ＝２MBまで）
応募方法／パソコン、携帯電話などから
メール添付で下記の宛先へ送信。メー
ル本文に、「作品名」「撮影場所（簡単
に）」「名前（ニックネーム可）」「賞品の
送り先（郵便番号、住所、氏名、電話番
号）」を記入すること。（郵送不可）
送付先／oubo@nakanoshima-style.
com 
募集期間／11月30日（日）まで
詳しくはhttp://www.nakanoshima-
style.com

　

毎
年
秋
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「N 

akanoshim
a-style.com

 

フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
テ
ー
マ
が
決

定
。
今
年
は
「
私
だ
け
の
中
之
島
」

を
テ
ー
マ
に
写
真
作
品
を
募
集
し

て
い
る
。
好
き
な
風
景
、
知
ら
れ

ざ
る
隠
れ
た
名
所
、

思
い
出
の
一
枚
な
ど
、

自
分
に
と
っ
て
身
近

な
中
之
島
の
写
真
を

応
募
し
て
み
て
は
。

　

優
秀
作
品
に
は
今

年
も
中
之
島
に
ち
な

ん
だ
豪
華
な
賞
品
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ

た
人
に
は
、［
三
井
ガ

ー
デ
ン
ホ
テ
ル
大
阪

プ
レ
ミ
ア
］
の
ペ
ア

宿
泊
券
が
進
呈
さ
れ

る
。
１
人
に
つ
き
５

点
ま
で
応
募
す
る
こ

「大坂の陣
400年天下一祭 冬の陣」
期間／10月1日（水）～12月31日（水）※日時はプログラムによって異なる。
各イベントの詳細は公式HPにて。
http://www.osakanojin400.com

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１４年１０月１日発行

を
体
感
で
き
る
景
色
が
３
D
や
ホ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
最
新
映
像
を
駆
使

し
て
広
が
り
、
歴
史
も
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
の

丸
庭
園
の
「
西
の
丸
ド
ー
ム
」
の

中
で
は
、
週
末
を
中
心
に
、
国
内

外
で
人
気
の
高
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ラ
イ
ブ
や
、
落
語
な
ど
伝
統
芸

能
を
開
催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
楽
し
め
る

よ
う
に
仕
掛
け
ら
れ
た
、
今
だ
け

の
お
祭
り
を
満
喫
し
よ
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

島
民
９
月
号
の
特
集
で
も
ご
紹

介
し
た
と
お
り
、
今
年
か
ら
来
年

に
か
け
て
は
「
大
坂
冬
の
陣
・
夏

の
陣
（
１
６
１
４
年
〜
１
６
１
５

年
）」
か
ら
数
え
て
４
０
０
年
を
迎

え
る
。
こ
の
節
目
を
記
念
し
て
、

ま
ず
は
こ
の
１２
月
ま
で
を
「
冬
の

陣
」、
来
年
の
春
〜
夏
を
「
夏
の
陣
」

と
し
て
、
大
阪
城
公
園
を
中
心
に

イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
。

　

大
阪
城
に
限
定
出
現
し
た
極
楽

橋
エ
リ
ア
の
「
侍
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・

武
将
ホ
ー
ル
」
で
は
、
戦
国
時
代

2013年度最優秀作品
「日没。まだ続く…」

大
坂
の
陣
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フ
ェ
ス
が
大
阪
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大
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の
陣

 

4
0
0
年
を
記
念
し
た

ビ
ッ
グ
フ
ェ
ス
が
大
阪
城
で

と
が
で
き
る
の
で
、
中
之
島
の
好

き
な
と
こ
ろ
や
お
気
に
入
り
の
場

所
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
て
カ
メ
ラ

に
収
め
て
み
よ
う
。
ス
マ
ホ
や
携

帯
電
話
で
撮
っ
た
も
の
で
も
Ｏ
Ｋ

で
、
気
軽
に
応
募
で
き
る
の
も
嬉

し
い
と
こ
ろ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

新たに武将隊「大坂
RONIN５」も結成。

「講談・大坂の陣」に
登場した真田幸村や
後藤又兵衛など、豊
臣方のキャラクターが
演舞パフォーマンスを
繰り広げ、大阪府下の
イベントを盛り上げる。

「侍ミュージアム・武将ホール」
（写真上）は、武将や忍者に変
身できるなりきりコーナーが設置
された参加型会場。「西の丸ド
ーム」（下）では多彩なイベントが
催される。
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島
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水都大阪オータムフェスタ2014　期間／10月10日（金）～11月30日（日）
●水都大阪中之島公園オータムピクニック
期間／10月10日（金）～13日（月・祝）、
　　　11月7日（金）～9日（日）
会場／中之島公園（入場無料）
時間／10月11:30AM〜9:00PM
※日時など詳細はプログラムによって異なる。
問い合わせ☎06-6444-3110

（水都大阪パートナーズ）
http://www.osaka-info.jp/suito/jp/

　

楽
器
工
房
の
集
ま
る
街
と
し
て

知
ら
れ
る
天
満
橋
の
北
大
江
エ
リ

ア
。
１０
月
１１
日
（
土
）
〜
１８
日
（
土
）

の
「
た
そ
が
れ
コ
ン
サ
ー
ト
週
間
」

で
は
、
工
房
や
公
園
な
ど
が
“
ス

テ
ー
ジ
”
と
な
り
、
街
中
に
音
楽

が
溢
れ
出
す
。

　

今
年
で
９
回
目
を
迎
え
、
年
々

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
。
今
年
は
特

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
企
画
が
充
実
し
、

メ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
「
北

大
江
公
園
野
外
コ
ン
サ
ー
ト
」
の

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
開
リ
ハ
ー
サ
ル

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
日
ご
と
に
プ

を
体
感
で
き
る
景
色
が
３
D
や
ホ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
最
新
映
像
を
駆
使

し
て
広
が
り
、
歴
史
も
学
べ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
の

丸
庭
園
の
「
西
の
丸
ド
ー
ム
」
の

中
で
は
、
週
末
を
中
心
に
、
国
内

外
で
人
気
の
高
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
ラ
イ
ブ
や
、
落
語
な
ど
伝
統
芸

能
を
開
催
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
ど
こ
に
行
っ
て
も
楽
し
め
る

よ
う
に
仕
掛
け
ら
れ
た
、
今
だ
け

の
お
祭
り
を
満
喫
し
よ
う
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

第9回 
北大江たそがれコンサート
week 2014
メインプログラムの「北大江公園野外
コンサート」は10月17日（金）5時45
分から北大江公園にて（雨天中止）。
その他、大小さまざまなプログラムが目
白押し。開催時間・参加方法・料金な
ど詳細はホームページにて確認を。
期間／10月11日（土）～18日（土）
http://kitaoe.jp/

ロ
グ
ラ
ム
の
数
が
増
え
、
盛
り
上

が
っ
て
い
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。

　

ジ
ャ
ズ
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
ど
音

楽
の
ジ
ャ
ン
ル
も
さ
ま
ざ
ま
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
参

加
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
。
気
軽
に
楽

し
く
音
楽
に
ふ
れ
あ
え
る
１
週
間

は
楽
器
の
街
を
体
感
で
き
る
絶
好

の
機
会
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

秋
の
水
辺
で
も

食
と
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
!

秋
の
水
辺
で
も

食
と
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
!

秋
の
水
辺
で
も

食
と
芸
術
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
!

　

こ
の
夏
に
好
評
だ
っ
た
「
水
の

都
の
夕
涼
み
」
に
続
き
、
中
之
島

の
水
辺
で
は
「
水
都
大
阪
オ
ー
タ

ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
」
が
１０
月

１０
日
（
金
）
か
ら
１１
月
に
か
け
て

開
か
れ
る
。

　

週
末
の
お
楽
し
み
、
グ
リ
ー
ン

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
は
、
実
り
の
秋
に

ふ
さ
わ
し
く
季
節
の
青
果
や
花
苗

が
並
ぶ
。
同
じ
中
之
島
公
園
会
場

に
て
関
西
の
地
ビ
ー
ル
を
集
め
た

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ア
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」
も

開
か
れ
、
芝
生
で
の
ん
び
り
美
味

し
い
時
間
が
過
ご
せ
そ
う
だ
。

　

中
之
島
の
西
方
に
位
置
す
る
「
中

之
島GATE

」
で
は
、
大
阪
生
ま
れ

の
劇
団
維
新
派
が
１０
年
ぶ
り
に
大
阪

で
屋
外
公
演
を
行
う
。
ノ
ス
タ
ル

ジ
ッ
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
背
景

と
し
て
、
中
之
島
の
夕
暮
れ
や
夜
景

と
い
っ
た
水
辺
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

生
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。
開
演
ま
で

た
っ
ぷ
り
食
べ
歩
き
で
き
る
、
維
新

派
名
物
の
屋
台
村
も
登
場
す
る
。　

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

●中之島GATE オープニングフェスタ
維新派「透視図」公演・屋台村
期間／10月11日（土）～28日（火）
会場／中之島GATE
　　　（大阪市西区川口2-9周辺）
開演／7:30PM〜（屋台村5:00PM〜）
料金／一般前売5,500円・当日5,800円
問い合わせ☎06-6763-2634

（12:00PM〜6:00PM／維新派）
http://www.ishinha.com
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撮影／井上 嘉和

中之島まるごと
フェスティバル2014
日程／10月31日（金）〜
　　　11月3日（月・祝）

会場／中之島フェスティバルタワー1F大階段・13F
中之島ダイビル1F、京阪電車内（特別列車）ほか
出演校／

〈吹奏楽〉淀川工科、扇町総合、箕面自由学園　
〈合唱〉清水谷、大阪信愛女学院、清教学園　
〈ハンドベル〉清教学園、大阪信愛女学院
問い合わせ☎06-6222-2000（朝日新聞社）

10.20（月）
＠吹田キャンパス　

丹羽宇一郎
前中国大使

12.15（月）
＠吹田キャンパス　

明石 康
元国連事務次長

11.13（木）
＠豊中キャンパス　

小林 誠
ノーベル物理学賞
受賞・2008年

2015.1.23（金）
＠吹田キャンパス　

野依良治
ノーベル化学賞
受賞・2001年

サテライト会場の大阪大学中之島センターでも聴講できます!
申し込み不要・参加費無料・当日先着順　各回17:00～18:30（開場16:30～）

☎06-6210-8244
（大阪大学未来戦略支援事務室）検索

　

被
災
地
復
興
の
願
い
を
込

め
て
音
楽
で
エ
ー
ル
を
贈
る
。

そ
ん
な
新
た
な
イ
ベ
ン
ト「
中

之
島
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
１０
月
３１
日
（
金
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
メ
イ
ン
と

な
る
１１
月
１
日
（
土
）
に
は
、
大

阪
の
吹
奏
楽
と
合
唱
の
実
力
高
校

が
勢
揃
い
。
中
之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
タ
ワ
ー
や
中
之
島
ダ
イ
ビ
ル

を
ス
テ
ー
ジ
に
し
て
演
奏
す
る
。

期
間
中
、
関
西
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
も
出
演
す
る
。

　

来
年
は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か

ら
２０
年
。
こ
の
音
楽
祭
を
通
じ
て
、

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
向
け

文
化
復
興
の
支
援
を
呼
び
か
け
る
。

会
場
で
は
震
災
関
連
の
写
真
展
や

募
金
活
動
が
行
わ
れ
、
ピ
ア
ノ
を

被
災
し
た
学
校
な
ど
に
寄
贈
す
る
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
京
阪
電
車

が
音
楽
列
車
を
走
ら
せ
た
り
、
中

之
島
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
タ
ワ
ー
に

入
る
飲
食
店
が
バ
ル
イ
ベ
ン
ト
に

出
店
し
た
り
と
い
っ
た
企
画
も
。

今
後
は
さ
ら
に
地
元
の
企
業
や
住

む
人
た
ち
に
も
参
加
協
力
を
呼
び

か
け
て
い
く
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

高
校
生
が
被
災
地
へ
向
け
音
楽
を
贈
る

 「
中
之
島
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

高
校
生
が
被
災
地
へ
向
け
音
楽
を
贈
る

 「
中
之
島
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

高
校
生
が
被
災
地
へ
向
け
音
楽
を
贈
る

 「
中
之
島
ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

 大阪大学未来トーク、中之島でも。

ロゴの使用に関しては朝日新聞社の許諾が必要です。詳しくは右記までお問い合わせください。朝日新聞大阪本社 代表室　TEL：06-6201-8012

大阪大学未来トーク 2014
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「
菓
子
」
は
古
く
は
「
果
子
」
と
書
き
、

果
物
や
木
の
実
そ
の
も
の
を
指
し
て
い

た
そ
う
だ
。［
宗
家 

源 

吉
兆
庵
］
の
果

実
菓
子
は
、
そ
ん
な
逸
話
を
ヒ
ン
ト
に

し
て
生
ま
れ
た
。

　

昭
和
22
年
（
１
９
４
７
）
に
現
社
長

の
父
が
岡
山
で
創
業
。
当
初
は
お
土
産

や
お
や
つ
に
食
べ
る
お
菓
子
を
主
に
作

っ
て
い
た
そ
う
だ
。

　
［
源 

吉
兆
庵
］設
立
の
昭
和
52
年（
１

９
７
７
）
頃
か
ら
、
他
の
店
で
は
出
会

え
な
い
新
し
い
も
の
を
模
索
す
る
中
で

生
ま
れ
た
の
が
、
果
実
を
た
っ
ぷ
り
使

っ
た
和
菓
子
だ
っ
た
。
ぶ
ど
う
や
桃
と

い
っ
た
果
物
の
名
産
品
が
多
い
岡
山
な

ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
う
し
た
果
実
を
使
っ
た
秋
の
人
気

商
品
の
一
つ
が
「
津つ

や
ぐ
り

弥
栗
」。
濃
厚
な

味
わ
い
と
な
め
ら
か
な
口
当
た
り
の
栗

き
ん
と
ん
の
中
に
、
さ
ら
に
渋
皮
煮
に

し
た
栗
が
入
っ
て
い
る
。「
花は

な
じ
ゅ
く
し

熟
柿
」

は
そ
の
名
の
通
り
、
熟
し
た
柿
を
そ
の

ま
ま
食
べ
る
よ
う
な
和
風
の
ゼ
リ
ー
だ
。

ま
た
、
果
実
を
丸
ご
と
使
っ
た
「
自
然

シ
リ
ー
ズ
」
の
一
つ
で
あ
る
「
粋

す
い
か
ん
し
ゅ
く

甘
粛
」

は
、
長
野
県
産
市
田
柿
を
丸
ご
と
一
つ

使
用
し
、
干
柿
の
中
に
口
ど
け
の
良
い

白
あ
ん
を
詰
め
て
い
る
。

　

伝
統
的
な
和
菓
子
と
は
一
線
を
画
す

斬
新
な
発
想
は
、
発
売
後
す
ぐ
に
人
気

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
長
い
歴
史
を
持

つ
和
菓
子
の
世
界
に
お
い
て
は
、
新
し

い
店
が
始
め
た
創
作
菓
子
と
受
け
取
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
食
べ
て
も
美
味

し
い
果
実
の
風
味
を
活
か
し
、
和
菓
子

と
し
て
仕
上
げ
た
贅
沢
な
逸
品
は
、
食

べ
た
人
た
ち
の
口
コ
ミ
で
少
し
ず
つ
広

ま
っ
て
い
く
。
果
実
菓
子
は
今
で
は
す

っ
か
り
［
源 

吉
兆
庵
］
に
と
っ
て
の

看
板
商
品
に
な
っ
た
。

　

和
菓
子
そ
の
も
の
へ
の
こ
だ
わ
り
だ

け
で
な
く
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
や
包
装
に
も

季
節
を
感
じ
ら
れ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ

て
い
る
。
だ
か
ら
、［
源 

吉
兆
庵
］
を

訪
れ
れ
ば
四
季
の
移
ろ
い
が
わ
か
る
。
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華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　7

果実の風味を活かして作る、
季節を感じる「果子」。
 ［宗家 源 吉兆庵］ ●和菓子

宗家 源
みなもと

 吉
きっちょうあん

兆庵
●中之島フェスティバルタワー 1F
　果実菓子は季節ごとにラインアップが変わり、冬には柚子を
使ったものも店頭に並ぶ。四季折々の行事に合わせた店頭デ
ィスプレイの演出も魅力の一つ。果実を使った菓子だけでなく、
羊羹やあんを使った定番の和菓子も揃う。本練りようかん１本
1,404円、生地の中にこしあんがたっぷり詰まった「生あんも」は
１個162円。手土産や贈答用にふさわしいお菓子ばかりだ。
☎06-6228-2007　 10:00AM〜8:00PM　不定休

見た目はまるで干し柿。口に入れると中から白あんがとろける。自然シ
リーズの「粋甘粛」は１個562円。

栗きんとんと渋皮煮、秋の味覚をたっぷり使った「津弥栗」。1個270円。栗拾いをイ
メージさせるパッケージの5個入りは1,512円。
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋 
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／カペラ書店／紀伊國屋書店 梅田本店／紀伊國屋書店 グランフロント大阪店／紀伊國屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 
梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会
堂／大阪市立総合生涯学習センター／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランテ
ィア協会／大阪歴史博物館／追手門学院 大阪城スクエア／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル
／市立住まい情報センター／中央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブンイレブン大
阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フレイムハウ
ス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館 ／川口基督
教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バル
ピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／大阪大学本部／寝屋川市役
所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
松本 創　江口由夏　大迫 力（編集集団140B）
〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
Tel 06-4799-1340　Fax 06-4799-1341
制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山㟢慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告町内会、入ってる?
正式名称は「中之島連合振興町会」。春のお花見に冬は餅つき、
町内会の活動から、変わる中之島の様子が見えてくるかもしれない。

●『月刊島民』vol.76は2014年11月１日発行です!
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